
令和４年度 第57回渡島公立学校教頭会研究大会
（ハイブリッド開催）

大会主題

第12期 全国統一研究主題『未来を生きる力を育む 魅力ある学校づくり』

～子どもの学びを保障するための組織作りに係る教育環境整備と、
組織の活性化を目指した教頭のマネジメント力の向上～

渡島公立学校教頭会 研究担当

北斗市立島川小学校 足立 雅行

基 調 報 告



研究主題
「子どもの学びを保障するための組織作りに係る教育環境整備と

組織の活性化を目指した教頭のマネジメント力の向上」

１ 主題設定の理由

・将来の予測が困難
・コロナ禍への対応

積極的・能動的な「生きる力」を育むためには…

学びの継続・保障
・ＩＣＴ機器等の活用による組織の協働
・家庭、地域と連携し、子どもの居場所を
確保するための準備

校内外にある様々な組織の活性化とその活用やマネジメントして
いく力等、教頭のより主体的な関わりについて研究する

令和２年度から４年度までの取組

第12期全国統一研究主題 第４課題「組織・運営に関する課題」



研究計画

●令和２年度：主題設定と研修計画立案、実践交流
〇ＩＣＴ機器を活用した各種会議の実践と交流
○各市町の教頭のデータ管理、保存の実態把握
○ＧＩＧＡスクール構想に対応する数年先を見据えた
ロードマップの作成

●令和３年度：実践の改善・深化
○各市町の実態把握と実践収集
○視点１の課題把握と改善点等の分析

●令和４年度：成果と課題、研究のまとめ
○視点２の課題把握と改善点等の分析
○成果の分析・まとめ



２つの視点

☆ 学校が組織として機能し、学校を取り巻く様々な課題に適正かつ迅速に
対応するための体制づくりに関わって

【視点１】子どもの学びを保障するための組織的なＩＣＴ機器等の活用と
マネジメント

①ＩＣＴ機器の活用
（教育的効果と予測される問題点とその解決策等）

②異校種間、学校間との協働性、家庭・地域との組織的な連携

【視点２】組織の活性化を促す教頭のマネジメント
①学校組織の活性化とデータの管理、保存の在り方
②働き方改革との関連性について



研究の全体像

① 研究推進ロードマップの作成

② ロードマップに基づき教頭一人一人が自校の実態を踏まえ、
「学校で取り組むこと」を各自で定める

③ 日常的な実践と成果や課題を「共通取組シート」に蓄積する

④ 各校の実践は年次毎に各市町（単位教頭会）で取りまとめる。
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共通取組シート



研究の全体像

① 研究推進ロードマップの作成

② ロードマップに基づき教頭一人一人が自校の実態を踏まえ、
「学校で取り組むこと」を各自で定める

③ 日常的な実践と成果や課題を「共通取組シート」に蓄積する

④ 各校の実践は年次毎に各市町（単位教頭会）で取りまとめる。
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□ 研究の全体像を確認
□ 単位教頭会で取り組んだ成果
→ ・オンラインでの研究大会
・ホームページでの資料閲覧による交流

道公教第15次３ヶ年継続研究
→ コロナ禍により様々な制限がかかる中での取組

課題改善に向けた方策や取組、成果や課題の共有化

・ 教頭のマネジメント力向上のための具体的な取
組について整理及び実践の継続
・ 次年度から始まる第16次３ヶ年継続研究を見据
え、継続性・関与姓・協働性を視点とした取組の
深化



第13期全国統一研究主題

「未来を切り拓く力を育む 魅力ある学校づくり」

キーワード ＜自立・協働・創造＞



第16次3ヶ年継続研究における提言担当地区分担
１年次 ２年次 ３年次

第１６次全道大会開催地
２ブロ
（道北）

３ブロ

（渡島）
４ブロ
（日高）

第１３期全国大会開催地 石川 高知 茨城

開催年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

分科会 全国共通研究課題 担当地区 (14)全国1 (14)全国1 (14)全国1

５Ａ

教職員の専門性に関する課題

胆振
胆振 胆振 渡島

渡島

釧路市
渡島 日高 釧路市

日高

５Ｂ

十勝
十勝 十勝 ｵﾎｰﾂｸ

ｵﾎｰﾂｸ

宗谷
ｵﾎｰﾂｸ 宗谷 宗谷

特別 今日的課題
２ブロ
（宗谷）

３ブロ
（渡島）

４ブロ
（日高）

～ 御清聴ありがとうございました。～


